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72名 (1300),境外型4CO名 (7()0(立 正常型98名 (17% ).

肥満度と各型の割合との間に在昏な相関関係はなかった.

随時血糖.HbAl,libAICの各値叉はそのくふあわせに

より判定区分cT)型別のス!7)ド-ニン'/しうる基準値を設

定することはいづれも困難であった.

肥満度+30001て上卜の肥満群と肥満度±lOO(訂1内の対照

群との間で,随時血糖,HbAl,HbA且こいづれも肥満群

の方が高値であったが,HbAl,HbAlC高値の割合でみ

ると肥満群で特に多いということはなく肥満という単独

因子のみではスクリ-エソダの対象とするをこぼ困難と思

われた.

8)Novopen システムの臨床使用例

- 刑 場 木 文吉 璃 欝申蛸 鰯 院)

当院での応用例は ノポベンが3例, ノポベンロが15

凧 Iと11の併用が1例, Iと従来注射器Lp')併用が4例

1例.症例(･')年令は10才--68才で,Tl)I)M と NⅡ)DM

がはば同数.視力障害者は5例.操作は簡単で若い患者

には外来導入も可能であった.イソスリン治療 (l回淀

射9例,2回注射5例,混合注射1例)からの変更が15

例であった.ベンの注射回数は NⅡ)I)M では1I--2[札

ll)I)M では3回の注射を必要とするものが多かつた.

ペソ使周前後での各々6ケ月の平均の HbAまCでは,凱7竣

±2.2OQbから8.24±1.180(ほ 有意に改善 した.適応と

しては頻回注射例,混合注射例,ブリットル型糖尿病例

などで,高度視力障害例や高齢者に甘導入は困難でか ･.)

た. トラブルとしては針先からイソスリソ液がでないと

いうタレ-ムが2件あったが,敵意の際の不手際による

ものであり,蔽立手技の確認を繰り返し実施することが

重要と考えられた.
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9)糖尿病 コン トロールにおける心理的要因L'1

検討

胤 h 知行 ･津川 昌子
矢[U 省吾 ･浜 斉 (木 戸 病 院 内 科)

谷 品行 (新潟大学第-内科)

糖尿病の:)ソトr711IL良好群!:不良群の心理的な相違

を検討することを[~三川勺に.木戸病院糖尿病外来を1988

午3i-i.4月iこ受診 した患者に Ⅰ･Il-'PS心坪検&.を施行

し.その後18か用了射り二Lントト,-ILの状態を Hbalcを

不良群40例)で,両群の性蝕 年令の背景閃子に有意差

はなかった.

良好群,不良群全体の比較では "自律"と "変化''の

スコアーがそれぞれ5%と1%の有意差を以て不良群の

ほうが高かった.このことからコントロール不良群は良

好群に比 して同LLことを続けるよりは変化を好ふ,他人

の言うことを素直に聞くよりは自分勝手をこ物事をすすめ

ていく傾向があることがうかがえた.また,当初 コソト

ロ-ル良好であったものがそのまま保たれた群と,不良

群に移行した群との比較では,"親和""他者認知''の1

コア-で1%の有意差を以て良好持焼野が高く,u攻撃卵

"持続'Iで不良移行群が59,drの有意差をl､｣､て高か-I.,た_

このことからコソトロ-ル良好持続群は内省的で,他人

に対して親密でありたいと思うことからその意見立場を

尊前する傾向が.また不良移行群では衝動的で他罰的で

あることがうかがえた.
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